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平
成
29
年
９
月
１
日
㈮
か
ら

境

問＝問い合わせ

９
月
１
日
㈮
以
降
、「
可
燃
ご
み
」「
不
燃
ご
み
」「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」は
、
市
指
定
の
有
料
ご
み
処
理
袋
で
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
み
の
分
別
方
法
や
収
集
日
も
変
更
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【第22期国立市社会教育委員の会定例会】9月25日㈪午後7時～9時(予定)　市役所3階　第3会議室　傍聴可　問生涯学習課社会教育・文化財担当

旧
国
立
駅
舎
再
築

語
物

市
民
の
方
か
ら
の

思
い
出
編

第16話
旧国立駅舎

　
昭
和
32
年
春
、
中
学
を
卒
業
し
た
が
、

経
済
事
情
か
ら
就
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

初
め
て
の
面
接
は
、
国
立
駅
か
ら
徒
歩
10

分
程
の
製
パ
ン
工
場
だ
っ
た
。
改
札
口
を

出
た
時
、
ド
キ
ド
キ
し
た
が
満
開
の
桜
が

温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
。
仕
事
帰
り
に
富

士
見
通
り
の
珠
算
塾
に
通
い
、
自
転
車
の

猛
練
習
を
し
、
集
金
に
走
り
ま
わ
っ
た
。

オ
ー
ト
三
輪
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て「
国
高
」

「
五
商
」「
桐
朋
」へ
パ
ン
を
売
り
に
行
っ
た
。

70
代
の
今
、
一
人
暮
ら
し
て
い
る
が
、
赤

い
三
角
屋
根
の
駅
舎
を
見
る
と
胸
が
熱
く

な
る
。

国
立
駅
舎
は
16
才
の
出
発
地
点

 　
　
（
富
士
見
台
在
住
・
カ
ン
コ
さ
ん
）

「
第
19
回
環
境
フ
ェ
ス
タ

く
に
た
ち
」を
、
10
月
21
日

㈯
に
開
催
し
ま
す
。
開
催
に

向
け
て
、
次
の
と
お
り
、
ご

案
内
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

「
緑
の
コ
ー
ナ
ー
」に
苗
木
や

草
花
を
ご
提
供
く
だ
さ
い

皆
さ
ま
の
ご
自
宅
に
不
要

な
苗
木
や
草
花
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
イ
ベ
ン
ト
当
日

に
ご
提
供
く
だ
さ
い
。「
緑
の

コ
ー
ナ
ー
」で
希
望
さ
れ
る

方
に
配
布
し
ま
す
。

日
時　

10
月
21
日
㈯
午
前
10

時
〜
11
時

場
所　

谷
保
第
四
公
園　

噴

水
周
辺（
富
士
見
台
２-

49
）

「
絵
本
リ
サ
イ
ク
ル

コ
ー
ナ
ー
」に
子
ど
も
向
け
の

本
を
ご
寄
付
く
だ
さ
い　
　

「
絵
本
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー

ナ
ー
」で
は
、
不
要
に
な
っ
た

絵
本
や
児
童
書
の
交
換
会
を

行
い
ま
す
。
ご
寄
付
い
た
だ

け
る
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

10
月
６
日
㈮
平
日
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
ま
で
に
問

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
ご
み
減
量
課
清
掃
係

 

市
内
の
農
家
の
方
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、

種
ま
き
、
苗
の
植
え
付
け
、
収
穫
ま
で
の
一

連
の
野
菜
づ
く
り
を
体
験
し
ま
す
。

日
時　

初
回
：
９
月
16
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

※
初
回
以
降
は
、
９
月
〜
12
月
の
各
月
２
回

程
度
、隔
週
土
曜
日
に
作
業
を
行
い
ま
す
。

詳
細
は
初
回
に
説
明
し
ま
す
。

場
所　

城じ
ょ
う

山や
ま

さ
と
の
い
え（
泉
５-

21-

20
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象　

小
学
生
以
上

※
農
機
具
な
ど
を
使
用
す
る
た
め
、
未
就
学

児
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

定 

員　

25
名（
申
込
多
数
時
抽
選
）

費 

用　

大
人
：
４
千
円
、
小
・
中
学
生
：
２
千

円（
初
回
参
加
時
に
集
金
）

※
お
子
さ
ん
の
み
の
参
加
は
、
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

申
込　

９
月
12
日
㈫（
必
着
）ま
で
に
、
往
復

は
が
き
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
①
秋
冬
野
菜

づ
く
り
体
験
参
加
希
望
②
参
加
者
全
員

の
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
③
代
表
者
の

住
所
④
代
表
者
の
電
話
番
号
を
明
記
の
う

え
、
問
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

〒
186-

０
０
１
２　

泉
５-

21-

20

 
城
山
さ
と
の
い
え　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(505)
５
１
９
０

satonoie@
city.kunitachi.lg.jp

 

図
書
館
経
営
に
造ぞ

う

詣け
い

の
深

い
講
師
の
方
を
お
招
き
し
、

図
書
館
の
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
皆
さ
ま
と
共
に
考
え
ま

す
。

日 

時　

10
月
８
日
㈰
午
後
１

時
30
分
〜
４
時（
開
場
：
１

時
）

場 

所　

中
央
図
書
館
２
階　

　

集
会
室（
富
士
見
台
２-

34
）

テ
ー
マ
・
講
師

①「
自
治
体
政
策
部
門
か
ら

見
た
図
書
館
」：
昼ひ

る

間ま　

守も
り

仁ひ
と

氏（
早
稲
田
大
学　

非

常
勤
講
師
、
元
小
平
市
副

市
長
）

②「
直
営
図
書
館
、
指
定
管

理
館
の
図
書
館
経
営
を
振

り
返
っ
て
」：
新し

ん

谷た
に　

迪み
ち

子こ

氏（
元
千
代
田
区
立
千
代

田
図
書
館
長（
指
定
管
理

者
）、
元
横
浜
市
立
中
央

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
課
長
）

定
員　

40
名（
申
込
先
着
順
）

申
込　

９
月
７
日
㈭
よ
り
、

電
話
ま
た
は
直
接
問
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
中
央
図
書
館

　

☎
(576)
０
１
６
１

市
は
、
平
成
32
年（
２
０
２
０
年
）春
ご
ろ

に
、
J
R
国
立
駅
南
口
に
赤
い
三
角
屋
根
で

親
し
ま
れ
た「
旧
国
立
駅
舎
」を
国
立
市
有
形

文
化
財
と
し
て
、
大
正
15
年（
１
９
２
６
年
）

の
創
建
当
時
の
姿
で
再
築
す
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

再
築
さ
れ
る
旧
国
立
駅
舎
を
ど
の
よ
う
に

活
用
す
る
か
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
意
見

交
換
を
行
う
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内
容　

旧
国
立
駅
舎
の
概
要
や
、
今
後
の
活

用
方
針
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
内

容
を
も
と
に
、
旧
国
立
駅
舎
を
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
か
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う

た
め
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式（
※
）で

意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、
参
加
者
が
、
お

互
い
の
立
場
や
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
一

緒
に
考
え
る
、
参
加
・
体
験
型
の
検
討
作

業
で
す
。

※
各
居
室
の
機
能
は
下
図
の
と
お
り
、「
多
目

的
室
」「
観
光
案
内
所
」「
展
示
室
」と
す
る
計

画
で
す
。
そ
れ
ら
の
機
能
の
具
体
的
な
内

容
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

日
時　

①
10
月
14
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
０

時
30
分（
予
定
）②
10
月
17
日
㈫
午
後
７

時
〜
９
時
30
分（
予
定
）

※
①
②
と
も
同
内
容
で
す
。

場
所　

①
市
民
総
合
体
育
館
２
階　

会
議
室

（
富
士
見
台
２-

48-

１
）②
公
民
館　

地

下
ホ
ー
ル（
中
１-

15-

１
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
、
ま
た
は

旧
国
立
駅
舎
に
興
味
が
あ
る
市
外
の
方
で
、

会
の
開
催
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
方

※
お
子
さ
ん
連
れ
も
歓
迎
で
す
。

※
保
育
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定 

員　

各
回
30
名
程
度（
申
込
多
数
時
選
考
）

選
考
方
法　

申
込
多
数
の
場
合
、
会
場
設
営

の
都
合
上
、
参
加
者
を
選
考
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
選
考
は
、
参
加
者
全
体

の
年
齢
構
成
や
、
地
域
構
成
な
ど
を
総
合

的
に
考
慮
し
決
定
し
ま
す
。選
考
結
果
は
、

応
募
者
全
員
に
10
月
初
旬
ま
で
に
、
ご
連

絡
し
ま
す
。

申 

込　

９
月
22
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
、
①
参

加
希
望
日（
10
月
14
日
㈯
ま
た
は
10
月
17

日
㈫
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
）②
氏
名（
ふ
り

が
な
）③
住
所
④
年
齢
⑤
連
絡
先（
電
話
番

号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
）⑥
そ
の
ほ
か

希
望
事
項
等
を
明
記
し
、電
話
、郵
送
、フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
、
ま
た
は
問
へ
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
国
立
駅
周
辺
整
備
課
国
立
駅
周
辺
整
備
担
当

　   
sec_kuniseibi@

city.kunitachi.

　
　

lg.jp

あ
な
た
の
旧
国
立
駅
舎
の
思
い
出
を

市
報
等
に
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か

申
込　

旧
国
立
駅
舎
の
思
い
出
を
200
字
程

度
で
ま
と
め（
様
式
自
由
）、
掲
載
す
る

際
の
作
者
名
と
し
て
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
や

イ
ニ
シ
ャ
ル
な
ど
を
記
載
の
う
え
、郵
送・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
等
で
問
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。
選
考
の
う
え
、
市
報
や
市

制
施
行
50
周
年
記
念
企
画
の
小
冊
子
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

問
〒
186-

８
５
０
１　
富
士
見
台
２-

47-

１

　

国
立
駅
周
辺
整
備
課
旧
国
立
駅
舎
再

　

築
物
語
担
当

 
sec_kuniseibi@

city.kunitachi.

　

lg.jp
 

農

イベント

「
秋
冬
野
菜
づ
く
り

体
験
」開
催

わ
く
わ
く
畑
体
験

▲
 

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
収
穫

す
る
様
子
。

▲
 

昨
年
の
様
子
。
作
業
し

な
が
ら
情
報
交
換
も
！

                  
｢第１回これからの
図書館を考える｣開催

イベント

 費用無料

トークセッション

「環境フェスタくにたち」
実行委員会からの

お願い

イベント

J
R
国
立
駅
前
に
再
築
さ
れ
る「
旧
国
立
駅
舎
」の
ス
テ
キ
な
活
用
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
！

「
旧
国
立
駅
舎
の
活
用
に
関
す
る
懇
談
会
」開
催

 

費
用
無
料

▲ ありし日の旧国立駅舎。

問

展示室として活用
旧国立駅舎の部材や、市内の文化財の
資料展示を行い、歴史・文化に触れられ
る空間を創出します。

多目的室として活用
待合所としてだけではなく、
壁面には昔の旧国立駅舎
の写真や絵画を展示し、国
立市の歴史に触れる空間
を創出します。
来訪者が情報交流できる
憩いの空間を提供します。

観光案内所として活用
旧国立駅だけではなく、
市内にある観光施設情
報や地元特産品の案内
を行い、国立市の魅力を
PRします。

管理室として活用
従事する職員の控室等、
管理室とします。

▲ 旧国立駅舎の平面レイアウト図


